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代表 
前 田 み の り 氏 


出雲 観光 ガイ ドク 
ラブ は 、 女 性 8 名 
で 構成 され て いま 
す 。 奥 が 深い 出雲 
神話 を わか りや す 
訓 く お 伝え し ご 満足 0 
還 いた だ ける 旅行 を 稲佐 の 浜 
| お 届け で きる よう 稲佐 の 浜 








神々 が お 越し に な られ る 浜 。 出 雲 大 社 の 神 迎 神事 が 催さ れる と ころ 。 高天原 (天上 の 神々 の 国 ) か ら 
員 央 観 ガ イド クラ ブ し * ま す 。 の 使者 が 大 国 主 大 神 ( オ オク ニ ヌ シノ ミコ ト ) に 、 国 譲り を 談判 し た 場所 と 言わ れ て いま す 。 


八重 垣 神社 


須佐 之 男 命 ( ス サ 
ノ オ ノ ミコ ト ) と 稲 
田 比 売 命 (イナ タ 
ヒメ ノミ コト ) が 新 
居 を 構え た 神社 。 
ヒメ が 鏡 に 使っ た [ | [ 
と 言わ れる | 鏡 の ーー 
池 ] で は 緑 占 い が 須 我 : 
で きま す 。 





須佐 之 男 命 ( ス サ ノ オ ノミ コト) が 稲田 比 売 命 ( イ ナタ 
ヒメ ノミ コト ) と 造っ た 「 日 本 初 之 宮 」 (日 本 で 最初 の 
神社 ) と 言わ れ 、 こ の 地 で スサノオ が 詠ん だ 日 本 初 の 
和歌 の 由縁 か ら 和 歌 発 祥 の 地 と も 言わ れ て いま す 。 





八重 坊 神 社 


化 房 日 本 : >/ 萌 皇 の 幸 御 吉 の ) 昼 1 食 


H 御 随 に ある 地元 の 食材 使用 する 料理 店 | 花 羽 |。 名 物 
の り ニ 井 が SNS 等 で 話題 に な り 、 待 ち 時 間 が 必要 な お 店 ”。 





と な り ま し た 。 利 昌 ニ ュー は 、 当 仕入れ 状況 に より 店 。 AP ee 

が 考え る 冬 度 パソ グン: 名 物 の ウニ 井 と 日 本 海 の 地 MM MA 肌 め 1 

産 [の とぐろ 」 の 煮つけ が メイ ン の オリ ジ ナ ル 御 膳 で す 。 W 在 穫 

※ ウ ニ が 苦手 な 方 は アレ ンジ も 可能 で す 。 て 11 月 30 日 ( 火 )・ 

8 f 神 に 去 出 奈 : 
日 御 際 神 社 11 月 30 日 (9 火 ) 

or OR 神 議 が 終わ り 出雲 大 社 を 
人 13 人 ま 用 発 た れ た 後に 、 帰 郷 前 の 万 九 千 神 社 ( 神 等 去 出 宗 ) 


日 の 本 の 夜 を 守る 神社 と 言わ れ て いま す 。 ( 朝 を 守 酒宴 会 場 と し て 立ち 寄ら れる 神社 。 全 国 に 帰っ て いた だ く 
る の は 伊勢 神宮 ) 神 々 は 出雲 大 社 に ご 滞在 の 間 、 [ 「 こと を 促す 神事 ・ 神 等 去 出 祭 が 執り 行わ れ 約 一 か 月 弱 の 
お 出かけ に な られ て いる の で し ょ う 。 3 日 目 昼食 イメ ー ジ 神々 の ご 滞在 は 終了 と な る の で す 。 
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